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上
田
創
造
館「
子
ど
も
は
天
才
講
座
」の
様
子

交
流
・
文
化
施
設
の
運
営
管
理
計
画
案
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

〜
市
民
が
集
い
、
文
化
芸
術
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
拠
点
の
整
備
に
向
か
っ
て
〜

交流・文化施設
整備検討シリーズ

Vol.９ 
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交
流
・
文
化
施
設

運
営
管
理
計
画
案

　

交
流
・
文
化
施
設
の
運
営
管
理
に
つ
い
て
は
、
今
年
１

月
か
ら
専
門
家
や
市
内
文
化
団
体
の
代
表
者
な
ど
か
ら
な

る「
交
流
・
文
化
施
設
運
営
管
理
計
画
検
討
委
員
会（
ホ
ー

ル
検
討
委
員
会
・
美
術
館
検
討
委
員
会
・
統
括
管
理
検
討

委
員
会
）」で
議
論
し
、
現
在
も
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
の
検
討
を
基
に
、
交
流･

文
化
施
設
の
理

念
と
目
標
、
そ
こ
で
行
う
事
業
展
開
の
イ
メ
ー
ジ
、
ま
た

施
設
の
運
営
管
理
体
制
や
運
営
管
理
経
費
の
見
込
み
な
ど

に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

現
在
、
市
で
は
交
流
・
文
化
施
設
の
設
計
と
運
営
管
理
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

基
本
設
計
案
を
お
知
ら
せ
し
た
７
月
１
日
号
に
続
き
、
今
回
は
施
設
の
運
営
管
理
計
画
案
と
、

５
・
６
月
に
市
内
各
地
域
で
開
催
し
た「
交
流
・
文
化
施
設
市
民
説
明
会
」の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「第１回上田市民コーラス・フェスティバル」の様子



ひとを育てる
●「生まれてきてよかった！」　「生まれてきてくれて
ありがとう」

　未来をつくる子どもたちが心豊かに育つよう、子ど
も向け事業を活動の中心にします

●「あ～すごかった！」そんな感動をおくります
　これまでの上田に少なかった様々な公演、展示など、
質の高い芸術に気軽に触れ合える環境をつくります

●「自分らしさをみつけたよ」
　参加体験型の幅広いメニューを提供。個性を磨き、
互いの価値観を認め合える人づくりを目指します

理念に基づく目標

理念と目標
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施設を育てる
●「一緒にやろうよ！」
　時代のニーズや変化に柔軟に対応できるよう、市民
が一緒に運営し、共に歩む施設を目指します

●「一緒にあるから便利だね」
　交流ゾーンや緑地広場も含めた、複合施設としての
特徴を生かします

まちを育てる
●「あの施設も元気になったね」
　既にある文化施設と協力、館外活動も積極的に行い、
地域全体の発展を共に目指します

●「人が集まると、まちも元気に」
　全国大会、コンクールやフェスティバルなど、集客
力ある事業を呼び込み、地域を活性化します

●「上田ってすごいじゃない！」　
　新たな上田ならではの文化を創造・発信し、“文化
の薫るまち”を全国にアピールします

文化を育てる
●「こんな人がいたんだね」
　先人が築いた文化に光を当て、次の世代につなげら
れるよう、全国に向けて発信します

●「はじめてみたよ、体験したよ」
　日々進歩する芸術の世界を積極的に紹介。市民が発
表し、上田が発信地になるよう共に歩みます

●「わたしにもできた！」
　市民が自ら文化活動を行い、芸術性を高めたり、新
たな分野にチャレンジできる施設を目指します

交流・文化施設の理念

基本理念
　「人にやさしい　夢と未来を紡ぐ

　創造都市うえだ」の実現

○基本理念の根底にあるものは「育成」
　文化芸術が育つことは、すなわち「人」が育つとい
うこと。特に次世代を担う子どもたちを、良質な文
化的生活環境のなかで心身ともに健

すこ

やかに育ててい
く必要があります。

○「人」が育つことは「まち」が育つことへとつながる
　育成の取組が醸成された地域文化を形成するとと
もに、まちのにぎわいや、活力を生み出す拠点とし
て、魅力あふれるまちづくりへの架け橋となります。

都市創造の側面文化創造の側面

人にやさしい　夢と未来を紡ぐ
創造都市うえだ

育成
「文化」が「人」がそして「まち」が

育つための拠点として

理念と役割のイメージ

鑑賞
高度かつ多様
な芸術に触れ
る機会の提供

創作
市民による創
作・発表と新
たな地域文化
の発信

交流
新たな交流・
活力・憩い・
癒しの創出
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事業展開

　

施
設
の
利
用
ス
ペ
ー
ス
ご
と
の
活
動
に
分
け
た
、事
業
展
開
の
イ
メ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

特
に
未
来
を
担
う「
子
ど
も
た
ち
の
育
成
」は
、
理
念
の
中
心
と
な
る
こ
と
か
ら
、
子
ど

も
の
育
成
を
含
む
事
業
に
つ
い
て
は
、
◎
印
で
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
運
営
面
で
も
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
積
極
的

な
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
友
の
会
組
織
な
ど
も
設
け
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
で

支
え
て
い
た
だ
く
施
設
、
そ
し
て
市
民
と
と
も
に
歩
む
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

集う
◎小中学校の合同音楽会など、子どもたちの交流事業の実施
・各種の全国・県規模の大会や集会の誘致（コンベンション利用）

表す
・大小ホール、大スタジオなど、市
民の日頃の文化活動の成果を発表
する「ハレの舞台」を提供

創
つく

る
・各種スタジオや多目的ルームなど、市民の日常の様々な文化活動の場
を提供･支援（貸し館事業）
◎気軽に楽しめるコンサート（ロビーコンサート、ランチタイムコンサー
トなど）の開催

学ぶ
◎各種公演にあわせ、演劇ワークショップ（体験型講座）、バックステー
ジツアー（舞台裏体験）などを実施

◎音楽･演劇関係者と子どもたちとの交流会の実施
◎レクチャー（解説）付き鑑賞会や民族音楽体験講座などの各種の体験型
講座の開催

観
み

る
◎音楽、演劇、ミュージカル、オペラ、伝統芸能などの公演（自主事業）
◎国内有名オーケストラの定期演奏会
・様々なアーティストのコンサート、イベントなどの開催（興行利用）
◎子どもたちの芸術鑑賞

ホール部門を中心とした事業

交流・文化施設基本設計配置図

事
業
展
開
の
イ
メ
ー
ジ
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美術館部門を中心とした事業

表す
・市民ギャラリー、多目的ルームを中心に、市民の日頃の文化活動の成果を発表
する場を提供

集う
◎子ども美術コンクールなど、子どもたちの交流事業の実施
・エイブルアート（知的発達障がい者美術）など、他分野と連携した活動
・山本鼎版画大賞展、工芸（クラフト）フェスティバルなど、全国的にも注目を集
め、多くの人が集う事業を実施

・訪れる人の楽しみを増やし、収益もあるミュージアムショップの運営

創
つ く

る
◎夏休みなどを利用して、子ども造形教室、親子触れ合い講座などを実施
・アトリエや会議室・和室を利用した市民の日常文化活動の場を提供・支援

学ぶ
◎子どもアトリエを中心に幼児から小中学生を対象とした各種プログラムを実施
◎美術教育の聖地として、全国の教師を対象とした指導者育成講座を開催
◎版画、農民美術、写真など上田らしい各種ワークショップ（体験型講座）の実施
・郷土作家の思想･理念などの研究、全国発信

観
み

る
◎山本鼎をはじめとする郷土作家の顕彰展示
◎特別展、全国巡回展などの開催
◎長野県美術展、東信美術展など多くの方が応募できる展示
◎子どもたちの芸術鑑賞

フェス
ティバル

◎ポピュラー、クラッシックをはじめとする幅広い音楽分野を対象とした、「上
田の顔」となるイベントの開催

市民
文化祭

◎市民が中心となり、音楽、美術、芸能など多方面にわたる文化芸術活動の発表、
交流の場の提供

施設全体を活用した事業

館外
活動

◎交流･文化施設に来る機会の少ない人に向けて、学校、福祉施設、地域公民館
などで、積極的に公演や展示活動を行う（アウトリーチ活動）

既存文化
施設との
連携

・既存文化施設と互いに調整協力し、各種事業を共催するなど広域に展開し、地
域全体の文化醸成に寄与する

交流･文化施設外での事業

今年、交流・文化施設の建設予定地で開催された「子どもは天才講座」の様子
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運営管理体制と経費の見込み

施設の運営管理体制と組織、運営管理経費の見込み
施設を維持管理していくための運営管理体制と組織イメージ、そして運営管理経費の見込みをお知らせします。

運営管理体制と組織イメージ
　開館後の施設を維持・管理し、また様々な事業の展開によって施設の理念や目標を実現していくため、運営管理体制の
基本的な考え方として、次の３項目を重視しています。

●市民参加と協働
　文化･芸術団体や多くの市民が、施設を利用するだけでなく運営管理にも参加・協働することで、市民とともに歩む施
設を目指します。

　いつも人々が集う施設とするため、市民自らが参画する「サポーター」や「友の会」などのサポート組織を設置します。

●体制・組織
　施設の顔となる館長（名誉館長）を中心に、実質的な事業運営においては、ホールではプロデューサーなど舞台芸術の
専門家を、美術館では主任学芸員を責任者とするなど、専門人材を登用します。また、施設整備と並行して専門人材
の確保を図っていきます。

運営管理経費の見込み
　基本設計案と運営管理計画案から試算した、年間の施設の運営管理経費は次のとおり見込んでいます。

【運営管理経費整理表（収支試算結果表）】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円
項　目 支　出 収　入 市負担額 主　な　内　容

維持管理費 231,000 － 231,000 光熱水費、設備管理費、修繕費、清掃費、警備費など

事業費 138,300 159,300 △21,000
（支出）　館主催の各種公演や展覧会などの開催費用
（収入）　館主催の各種公演や展覧会などの入場料、施設を
　　　　使用する市民や団体、興行主からの使用料

人件費 104,000 － 104,000 館長など20人分（専門家によるソフト事業の充実）

合　計 473,300 159,300 314,000

現施設の維持
管理費 △80,000 現市民会館と山本鼎記念館は交流・文化施設に機能が移転

するため経費を差し引く
実質的な市の
負担増加額 234,000 市の一般会計予算（H22年度決算の見込数値）の約0.3%

【組織イメージ図】

総数20名

芸術家
サポーター

利用者団体
協議会

友の会組織

市民
サポーター

名 誉 館 長

館 長 ⑴

ホール事業担当⑸

ホール責任者⑴
（プロデューサー）

ホール技術担当⑷
（　）内の数字は人数

学芸・展示担当⑵

教育・普及担当⑶
総務・経理担当⑵

美術館責任者⑴
（主任学芸員）

総務・経理
責任者⑴

●運営管理主体
　市民参加と協働、教育や福祉、地域経済や産業など、市の関係部署が連携した活動を行うため、開館時は直営で運営
管理を行います。その後事業評価し、指定管理者制度の導入も含めて慎重に検討していきます。
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市民説明会

　

５
月
23
日
〜
６
月
６
日
の
間
、
交
流
・
文
化
施
設
市
民
説
明
会
を
市
内
各
地

域
で
、
計
９
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
に
は
、
延
べ
６
５
１
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
基
本
設
計
案
と
運

営
管
理
計
画
案
の
内
容
を
説
明
し
、
今
後
の
設
計
や
建
設
、
そ
し
て
施
設
の
運

営
や
利
活
用
に
向
け
て
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
会
場

で
出
さ
れ
た
意
見
と
今
後
の
進
め
方
を
紹
介
し
ま
す
。

■
説
明
会
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見

　

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
施
設
整
備
へ

の
期
待
や
、
基
本
設
計
案
と
運
営
管
理
計
画

案
に
関
す
る
具
体
的
な
要
望
な
ど
、
前
向
き

な
意
見
を
数
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
あ
わ
せ
て
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生

に
伴
い
、
市
の
財
政
状
況
や
財
源
に
対
す
る

懸
念
の
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
慎
重
な
意
見
も
、
施
設
整
備
自
体

に
反
対
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
施
設
の
理

念
や
必
要
性
に
つ
い
て
は
認
識
を
い
た
だ
い

た
上
で
の
、
今
後
の
よ
り
良
い
施
設
づ
く
り

に
向
け
た
提
言
で
あ
っ
た
も
の
と
受
け
と
め

て
い
ま
す
。

基
本
設
計
案
に
関
す
る
意
見

●
ホ
ー
ル

・
基
本
設
計
案
に
賛
成（
市
内
の
小
中
学
生

な
ど
が
合
同
発
表
で
き
る
大
き
さ
、
催
し

物
が
営
業
的
に
成
立
す
る
席
数
を
備
え
て

い
る
、
小
ホ
ー
ル
の
規
模
や
機
能
も
良
い

な
ど
）

・
音
響
に
は
十
分
配
慮
し
て
欲
し
い

・
座
席
は
横
幅
や
前
後
間
隔
を
広
く
し
、
ま

た
、
舞
台
の
見
や
す
さ
に
も
十
分
配
慮
し

て
欲
し
い

・
舞
台
は
で
き
る
だ
け
広
く
、
使
い
や
す
く

し
て
欲
し
い

・
ト
イ
レ
の
数
は
さ
ら
に
増
や
し
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か

●
美
術
館

・
基
本
設
計
案
に
賛
成（
子
ど
も
た
ち
の
作

品
が
一
度
に
多
く
展
示
で
き
る
、
長
野
県

美
術
展
な
ど
の
大
規
模
展
に
対
応
で
き
る

な
ど
）

・
ア
ト
リ
エ
・
子
ど
も
ア
ト
リ
エ
は
、
よ
り

広
い
面
積
を
確
保
し
て
欲
し
い

・
ア
ト
リ
エ
は
、
華
道
に
使
う
水
道
な
ど
、

様
々
な
活
動
に
使
え
る
よ
う
に
設
備
を
充

実
さ
せ
て
欲
し
い

●
交
流
施
設

・
ス
タ
ジ
オ
な
ど
の
規
模
や
数
は
再
検
討
も

必
要
で
は
な
い
か

・
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
、
本

や
雑
誌
が
あ
る
図
書
ス
ペ
ー
ス
、
読
書
・

学
習
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
欲
し
い

・
和
室
は
茶
道
や
書
道
な
ど
様
々
な
活
動
に

使
え
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い

・
カ
フ
ェ
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
飲
食
施
設
を

充
実
さ
せ
て
欲
し
い

●
緑
地
・
広
場
・
駐
車
場

・
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る

設
備
を
整
え
て
欲
し
い

・
水
遊
び
や
砂
遊
び
な
ど
子
ど
も
が
楽
し
め

る
ス
ペ
ー
ス
が
欲
し
い

・
既
存
樹
木
は
で
き
る
だ
け
残
し
て
欲
し
い

・
駐
車
場
の
台
数
は
増
や
し
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か

●
施
設
全
体
に
つ
い
て

・
災
害
時
の
避
難
場
所
や
備
蓄
倉
庫
な
ど
と

し
て
も
対
応
で
き
る
施
設
に
し
て
欲
し
い

・
省
エ
ネ
の
た
め
地
下
熱
や
太
陽
光
発
電
を

積
極
的
に
活
用
し
て
欲
し
い

・
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
で
機
能
的
な
施
設
づ
く

り
に
心
が
け
て
欲
し
い

５月31日に、上田創造館で開催された市民説明会。
多くの市民が訪れた。

市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
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・
下
り
用
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も
設
置
し
て

欲
し
い

・
信
州
産
の
木
材
を
積
極
的
に
使
用
し
て
欲

し
い

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
一
層
配
慮
し
て
欲
し
い

運
営
管
理
計
画
案
に
関
す
る
意
見

●
ホ
ー
ル

・
人
が
大
勢
集
ま
る
魅
力
的
な
催
し
を
多
く

開
催
し
て
欲
し
い

・
子
ど
も
を
育
成
す
る
事
業
に
力
を
入
れ
て

欲
し
い

・
よ
り
多
く
の
市
民
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
、

ホ
ー
ル
に
愛
称
を
つ
け
て
は
ど
う
か

・
大
小
ホ
ー
ル
に
は
評
価
の
高
い
外
国
製
の

ピ
ア
ノ
や
オ
ル
ガ
ン
を
配
置
し
て
欲
し
い

・
館
主
催
の
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
欲

し
い

・
様
々
な
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
の
興
行

利
用
に
も
積
極
的
に
貸
し
出
し
て
欲
し
い

●
美
術
館

・
子
ど
も
を
育
成
す
る
事
業
に
力
を
入
れ
て

欲
し
い

・
郷
土
作
家
の
顕
彰
と
展
示
を
し
っ
か
り

行
っ
て
欲
し
い

・
人
が
大
勢
集
ま
る
よ
う
な
、
魅
力
的
な
企

画
展
を
多
く
開
催
し
て
欲
し
い

・
民
間
美
術
館
と
の
連
携
や
交
流
を
大
切
に

し
て
欲
し
い

・
市
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ（
体
験
型
講
座
）機
能
を
充
実
さ

せ
て
欲
し
い

・
市
民
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
販
売
す
る

こ
と
も
検
討
し
て
欲
し
い

●
施
設
全
体

・
芝
生
広
場
で
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
、
家
族
連
れ
が
気
軽
に
訪
れ
ら
れ
る
よ

う
な
催
し
を
多
く
開
催
し
て
欲
し
い

・
専
門
人
材
の
登
用
に
つ
い
て
は
、
今
か
ら

取
り
組
ん
で
欲
し
い

・
使
用
料
金
は
減
免
や
補
助
も
含
め
、
市
民

が
使
い
や
す
い
設
定
に
し
て
欲
し
い

・
市
民
と
と
も
に
歩
む
施
設
づ
く
り
を
さ
ら

に
進
め
て
欲
し
い

・
市
内
の
他
の
文
化
施
設
と
の
連
携
や
交
流

を
大
切
に
し
て
欲
し
い

・
遠
く
の
市
民
も
施
設
を
気
軽
に
利
用
で
き

る
よ
う
な
交
通
手
段
を
検
討
し
て
欲
し
い

・
運
営
管
理
経
費
の
圧
縮
に
は
さ
ら
に
留
意

し
て
欲
し
い

・
開
館
記
念
事
業
を
含
め
、
具
体
的
な
事
業

展
開
の
検
討
を
今
か
ら
進
め
て
欲
し
い

・
開
館
後
は
催
し
物
な
ど
の
情
報
提
供
を
き

め
細
や
か
に
行
っ
て
欲
し
い

施
設
整
備
全
体
に
関
す
る
意
見

●
施
設
整
備

・
施
設
整
備
に
賛
成
す
る（
素
晴
ら
し
い
施

設
で
夢
が
広
が
る
、
文
化
振
興
や
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
、
計
画
ど
お
り
進
め

る
べ
き
な
ど
）

・
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
と
い

う
理
念
を
大
切
に
し
て
欲
し
い

・
老
朽
化
し
た
市
民
会
館
の
状
況
や
、
合
併

特
例
債
な
ど
財
源
の
見
込
み
を
考
慮
す
る

と
、
今
が
建
設
の
絶
好
の
機
会
で
は
な
い

か
・
早
期
完
成
を
望
む
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
る

・
震
災
の
発
生
は
大
変
痛
ま
し
い
こ
と
だ
が
、

こ
こ
で
立
ち
止
ま
ら
ず
に
進
め
て
欲
し
い

・
震
災
か
ら
の
復
興
の
中
で
、
一
度
立
ち
止
ま

り
、
時
間
を
か
け
て
検
討
す
る
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か

・
建
設
の
際
に
は
、
地
元
で
の
工
事
発
注
も
検

討
し
て
欲
し
い

・
施
設
周
辺
の
道
路
が
渋
滞
し
な
い
よ
う
な
道

路
計
画
を
進
め
て
欲
し
い

・
市
の
文
化
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
、
運
営
の

内
容
を
重
視
し
た
計
画
に
し
て
欲
し
い

・
若
い
人
や
女
性
の
意
見
を
よ
り
多
く
取
り
入

れ
て
欲
し
い

●
財
政
状
況
・
財
源
な
ど

・
施
設
整
備
に
反
対
で
は
な
い
が
、
市
の
財
政

状
況
が
心
配

・
施
設
の
必
要
性
は
わ
か
る
が
、
福
祉
や
医

療
な
ど
、
他
の
重
要
施
策
と
の
優
先
順
位

も
考
え
な
が
ら
進
め
て
欲
し
い

・
震
災
か
ら
の
復
興
の
中
で
、
合
併
特
例

債
な
ど
の
財
源
が
今
後
も
継
続
さ
れ
る
の

か
、
確
認
し
な
が
ら
進
め
て
欲
し
い

・
今
後
も
こ
う
し
た
説
明
の
機
会
を
持
っ
て

欲
し
い

・
市
民
の
意
見
を
十
分
聞
き
な
が
ら
市
民
合

意
を
進
め
て
欲
し
い

・
分
か
り
や
す
い
説
明
会
で
あ
っ
た

・
ア
ン
ケ
ー
ト
や
住
民
投
票
で
市
民
の
意
見

を
改
め
て
聞
く
べ
き
で
は
な
い
か

・
説
明
会
の
内
容
を
全
世
帯
に
お
知
ら
せ
し

て
欲
し
い

市民説明会で交流・文化施設の
模型を見る参加者。
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今後の進め方
　今回、市民説明会でいただいた貴重なご意見は、今後
の取り組みの参考にさせていただき、先に発足した「利
用者団体協議会準備会」などとも協議を重ねながら、よ
り良い設計と運営管理計画の検討に生かしていきます。
　今後のスケジュールとして、設計については今年度末
までにまとめたいと考えており、あわせて、具体的に使
用する材料や工法など、地域経済への波及効果を含めて、
建設工事に向けた検討を行っていきます。
　施設の建設工事は、平成24・25年度の２か年を予定し、
26年秋の開館を目指しています。
　一方、運営管理面については、９月には市としての計
画を決定し、次に館長ほか専門人材の確保や施設の使用
料の設定、記念事業の企画など、開館に向けたより具体
的な準備を進めていきます。

様々な魅力を持った都市へ
　交流・文化施設は、文化芸術だけでなく、教育や生涯
学習、地域の活性化など、まちづくり全体へ波及効果を
もたらします。
　未来を担う子どもたちの創造性、人間性を育

はぐく
み、市民

の皆さんとともに過去の歴史や遺産を守りつつ、新たな
文化やまちの魅力を創造・発信できる施設を目指し、に
ぎわいや活力を持った「未来のまちづくり」を進めるべき
と考えます。
　あわせて、福祉や医療の充実、安心安全のまちづくり
など、市民生活を守るための取り組みも重要であり、引
き続き計画的な財政運営を進める中で、様々な魅力を
持った都市を目指します。

市民とともに歩み育てる施設として
　「文化の薫る創造都市」の実現に向け、交流・文化施設
をまちづくりに生かしていくためには、市民の皆さんの
参画が不可欠です。多くの市民が夢や希望を膨らませ、
文化活動に積極的に活用し、ともに歩み育てる、そんな
施設を目指します。
　今後も広くご意見をお聞きしたいと考えています。ご
要望に応じ、出前講座として出張し、直接意見交換もさ
せていただきますので、お気軽にお問い合わせください。

　  交流・文化施設建設準備室
　　　　 TEL23・5219　FAX25・4100（代表）
　　　 Eメール　koryubunka@city.ueda.nagano.jp

未来への展開

大ホールのイメージ

美術館のイメージ

交流プロムナードのイメージ

「第１回上田市民コーラス・フェスティバル」の様子
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七夕に届いた被災地・仙台市からの贈り物

子どもたちの笑顔で
あふれたまちになりますように

　今年５月５日、児童福祉週間にあわせて、全国の様々な
施設に「こいのぼり」を揚げ、東日本大震災の被災した子ど
もたちを励まそうという取り組みが行われました。上田市
では、中央子育て支援センターの「にじいろひろば」の利用
者の皆さんや、保育園・幼稚園児たちに、布に応援メッセー
ジを書いてもらい、母袋市長が宮城県仙台市と亘

わた
理
り
町
ちょう
を訪

問した際、仙台市長と亘理町長にお渡ししました。
　去る７月７日、「にじいろひろば」宛に、震災により建物
が被害を受け、現在も代替施設で事業を行っている仙台市
子育てふれあいプラザ「のびすく泉中央」から、お礼の品物
が届きました。
　中身は、のびすく泉中央の利用者の皆さんが書いた「短
冊」、職員の皆さんが作った「紙

かみ
衣
ごろも
」、「折り鶴」、「吹き流し」、

「巾
きん
着
ちゃく
」、「くずかご」、「投

と
網
あみ
」といった、それぞれいわれの

ある「仙台七夕の七つ飾り」で、これらをにじいろひろばに
飾ってくださいという手紙が添えられていました。手紙に
は、仙台市子育て支援施設の、のびすく泉中央に、にじい
ろひろばからのメッセージが届けられて飾ったこと、利用
者の皆さんの「かわいい」、「うれしいです」といった感想な
ども書かれていました。
　翌８日、「にじいろひろば」の利用者の皆さんに、その七
つ飾りを飾り付けてもらいました。
　飾り付けをした皆さんは、短冊に書かれた夢や希望、復
興に向けた願いを読みながら、被災地の一日も早い復興と、
子どもや家族と笑顔で一緒に暮らせる生活のありがたさや
大切さを実感しているようでした。
　この七夕飾りは、８月７日まで「にじいろひろば」の入口
に飾っています。
　 子育て・子育ち支援課　TEL23・5106

情報
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Pick Up
tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター
情報

新生上田市５周年記念・第12回バリアフリークリスマスコンサート
千住真理子ヴァイオリン・リサイタル

　「バリアフリーコンサート」は、障がいの有
無にかかわらず、同じ空間ですばらしい音楽
を聴き、心が豊かになることを目的とした企
画です。今回も多才な演奏でファンを魅了し
続けるヴァイオリニスト・千

せん
住
じゅ
真理子さんを

お迎えします。ストラディヴァリウス「デュ
ランティ」が奏でる、透明感あふれる音色を
お楽しみください。

日　時  12月23日（金・祝）
 午後２時開演（１時30分開場）
場　所  丸子文化会館セレスホール
出　演  千住真理子（ヴァイオリン）
 藤井一

かず

興
おき

（ピアノ）
入場料  全席指定／S席5,000円、A席3,000円

（障害者手帳の提示で、当日、受付
で500円を返金）

販売窓口  琴光堂楽器店
 音を楽しむ会実行委員会事務局
　音を楽しむ会実行委員会事務局（瀧塚）
　　TEL24・7224

親子ミニコンサート
サックスで聞く「アニメソング」

　恒例の親子のびのび広場「ミニコンサート」を開催します。
　今回は、サックス歴40年の「林健三さんファミリー」による、アニメの主題歌
をメインとしたサックス演奏会。小さなお子さんと一緒に、手軽に聞けるミニ
コンサートです。

日　時  ８月11日㈭午前10時50分～11時50分（10時受付開始）
場　所  西部公民館大ホール
曲　目  ・アンパンマンのマーチ　・ルパン三世のテーマ　・名探偵コナンのテーマ
 ・どんぐりころころ　・マル・マル・モリ・モリ　・星に願いを　ほか
　　　　　（都合により変更になることもあります）
対　象  お子さんと保護者（一般成人も参加可）
参加費  一人100円（大人のみ）
申し込み  不要
　西部公民館　TEL27・7544
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お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策

助
成
制
度
の
ご
利
用
を

　

市
で
は
、
大
気
中
に
飛
散
す
る
恐
れ
の

あ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
分
析
調
査
経
費
、
お

よ
び
除
去
工
事
費
の
一
部
に
助
成
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
分
析
調
査
の
補
助

　

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
有
無
、
お
よ
び
含

有
率
の
測
定
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

・
対
象
建
築
物　

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な

ど
が
使
用
さ
れ
て
い
る
建
築
物

・
補
助
額　

分
析
調
査
機
関
に
支
払
う
費

用
●
除
去
工
事
の
補
助

　

露
出
し
て
吹
付
け
ら
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト

な
ど
の
除
去
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

・
対
象
建
築
物　

大
勢
の
方
が
利
用
す
る

建
築
物

・
補
助
率　

除
去
工
事
費
用
の
３
分
の
２

以
内

　

建
築
指
導
課　

TEL
23
・
５
４
３
０

鳥
獣
害
防
止
用
爆
音
器

に
よ
る
騒
音
防
止

　

例
年
、
住
民
か
ら
爆
音
器
に
よ
る
騒
音

の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
騒
音
の
害
を

防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

・
住
居
か
ら
お
お
む
ね
１
０
０
ｍ
以
内
の

位
置
で
の
使
用
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
日
没
か
ら
日
の
出
ま
で
の
使
用
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

・
爆
音
器
に
代
わ
る
、
防
鳥
網
や
電
気
柵

な
ど
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

　
　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

第
２
回
疾
病
予
防

市
民
公
開
講
座
を
開
催

　

市
で
は
現
在
、
地
域
医
療
体
制
の
再
生

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
取
組
の

中
心
は
、
地
域
の
中
核
病
院
で
あ
る
信
州

上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
医
師
確
保
に
は
信
州
大

学
と
の
絆き
ず
な

を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
同
時
に
市
民
の
疾
病
予
防
を
図
り
、

夜
間
な
ど
の
受
診
を
減
ら
す
な
ど
、
医
師

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
り

ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
同
大
学
の

先
生
な
ど
を
お
招
き
し
、
疾
病
予
防
の
た

め
の
講
演
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

９
月
３
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
演
題
／
講
師

　
「
も
う
悩
ま
な
い
! !
尿
漏
れ
・
尿
失
禁

の
解
決
に
向
か
っ
て
」／
西
沢
理お
さ
む

氏（
信

州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
泌
尿
器
科
教

授
）、「
尿
漏
れ
・
尿
失
禁
ど
の
よ
う
な

方
が
受
診
し
て
い
る
か
」／
水
沢
弘ひ
ろ

哉や

氏（
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
泌
尿
器

科
医
長
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

　
　

西沢理氏

狩
猟
免
許
試
験
を

実
施
し
ま
す

　

わ
な
猟
、
銃
猟
な
ど
の
狩
猟
免
許
を
取

得
す
る
た
め
の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月
11
日
㈰

●
場
所　

上
小
森
林
セ
ン
タ
ー

●
必
要
書
類　

上
小
地
方
事
務
所
林
務
課

（
TEL
25
・
７
１
３
７
）へ
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

●
申
し
込
み　

８
月
８
日
㈪
〜
19
日
㈮
に

必
要
書
類
を
上
小
地
方
事
務
所
林
務
課

へ
。

●
そ
の
他　

有
害
鳥
獣
駆
除
へ
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
に
は
、
受
験
手
数
料
な
ど

に
対
し
て
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
森
林
整
備
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

お
盆
の
火
災
予
防

　

お
盆
の
季
節
を
迎
え
、
お
墓
参
り
や
花

火
で
火
を
使
う
機
会
が
増
え
ま
す
。
線
香

を
使
う
場
合
や
花
火
を
す
る
時
は
、
周
り

に
燃
え
や
す
い
物
が
な
い
場
所
で
行
い
、

水
バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
火
用
具
を
備
え
て
お

く
と
と
も
に
、
完
全
に
火
が
消
え
る
ま
で

目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
の
中
で
も
線
香
や
ロ
ー
ソ
ク
の
火
に

は
注
意
を
は
ら
い
、
倒
れ
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
コ
ン
ロ
が
火
元
と
な
る
原
因
の

火
災
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
天
ぷ
ら
を
揚

げ
る
時
は
、
絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

離
れ
る
場
合
は
コ
ン
ロ
の
火
を
必
ず
消
し

今
月
の
表
紙

　７月６日、武石保育園の園児が、
県所有の地震体験車で地震体験を
しました。この地震体験車は、新
潟県中越地震やスマトラ沖地震な
ど、実際に起きた地震の揺れが再
現でき、震度２から７までの揺れ
を体験できます。体験は、未満児
のクラスから少しずつ震度を上
げ、年長クラスは震度７まで。激
しく揺れる車を見て、不安がる子
もいれば、自分の順番が来るのを
わくわくしながら待つ子もいまし
た。実際の体験になると、想像以
上の激しい揺れに驚き、しっかり
と机につかまり、揺れが収まるの
をじっと待っていました。

保育園児地震体験車に乗る

お
知
ら
せ
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ま
し
ょ
う
。

　

消
防
予
防
課　

TEL
26
・
０
０
２
９

退
職
者
医
療
制
度
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

退
職
者
医
療
制
度
は
、
長
い
間
、
会
社

な
ど
勤
め
た
後
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
た
方
で
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど

を
受
給
で
き
る
65
歳
未
満
の
方
と
そ
の
被

扶
養
者
の
方
が
該
当
と
な
り
、「
退
職
被
保

険
者
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る

方
の
医
療
費
は
国
保
税
、
一
部
負
担
金
お

よ
び
被
用
者
保
険（
現
役
時
に
加
入
し
て

い
た
医
療
保
険
）か
ら
国
民
健
康
保
険
へ

の
拠
出
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
税
や
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
割

合
、
受
け
ら
れ
る
給
付
に
つ
い
て
は
、
国

民
健
康
保
険
一
般
被
保
険
者
と
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
方
は
、
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
対
象
／
条
件

・
退
職
被
保
険
者（
本
人
）／
被
用
者
年
金

の
加
入
期
間
が
、合
計
で
20
年（
２
４
０

か
月
）以
上
で
あ
る
か
、
40
歳
以
降
に

10
年（
１
２
０
か
月
）以
上
で
あ
る
こ

と
。

・
退
職
被
保
険
者（
被
扶
養
者
）／
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
、

年
金
証
書
、
印
鑑（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

国
保
年
金
課　

TEL
23
・
５
１
１
８

マ
ナ
ー
を
守
り
清
潔
で

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
！

　

捨
て
ら
れ
た
ご
み
は
、
誰
が
拾
う
の
で

し
ょ
う
か
？
道
路
や
駅
前
広
場
、
公
園
、

そ
の
他
公
共
の
場
所
へ
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
紙
く
ず
な

ど
を
ポ
イ
捨
て
す
る
こ
と
は
条
例
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

うめ　お母さんが、この前ドラマを見ていたら最後の撮影協力のと
ころに「信州上田フィルムコミッション」の名前が出ていたっ
て！毎年、家族でりんご狩りに行く東山観光農園の名前も
あったって言っていたよ。

ＦＣ　それはフジテレビで放送中の連続ドラマ『それでも、生きて
ゆく』だね。今年の６月から撮影が始まって、実は今もまだ
撮影中なんだ。

うめ　どうしてその場所が選ばれたの？
ＦＣ　監督の永山さんは以前もここで『ハッピーバースデー』という

ドラマを撮影したんだけれど、とても気に入って、今回のド
ラマでもぜひ使いたいということでロケ地に選ばれたんだ。

うめ　でも、ドラマに出てくる農園は名前が違っていたって。
ＦＣ　ドラマの中では「草野ファーム」という設定になっているね。

ドラマや映画では必ずしも撮影した場所の名前がそのまま登
場するとは限らないんだ。

うめ　なんでもないと思っていた風景が、テレビではあんなにきれ
いに映るんだって、お母さん感動していたよ。

ＦＣ　身近な場所が画面では違って見える。ドラマや映画はそこが
面白いよね。上田市はこれまでたくさんの作品に登場してき
たから、うめちゃんもロケ地をチェックしてごらん。自分の
暮らすまちが少し違って見えるよ。

うめ　じゃあ、夏休みの自由研究はこのテーマでいこう！
ＦＣ　それはいいね。うめちゃんの研究結果、楽しみだよ（笑）。

　夏休みに入った真田うめちゃん。
フィルムコミッション（FC）の事務局
で、エキストラ出演ですっかり仲良
くなったスタッフに質問しています。

うめちゃんが
行く！ ⑥

シリーズ

　信州上田フィルムコミッション　TEL23･5408

フィルムコミッション10周年

『それでも、生きてゆく』
監　　督：永山耕三
キャスト：瑛

えい

太
た

、満
みつ

島
しま

ひかり、
　　　　　風間俊介ほか
毎週木曜22時より、フジテレ
ビ（長野放送）にて放送中

JA信州うえだ塩田東山観光農園
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昔
懐
か
し
い
映
像
を

探
し
て
い
ま
す

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
昔
懐
か
し
い
映
像
を
デ
ジ
タ
ル
技

術
で
保
存
し
後
世
に
伝
え
る
、
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
８
㎜
フ
ィ
ル
ム
や
写
真
な
ど
、
皆
さ

ん
の
お
宅
に
あ
る
資
料
を
お
貸
し
く
だ
さ

い
。
古
く
て
内
容
が
わ
か
ら
な
い
と
い
っ

た
も
の
で
も
結
構
で
す
。
ま
た
、
地
域
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
こ
れ
ま
で
に
集
ま
っ
た
映

像
の
上
映
を
希
望
す
る
場
合
も
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
こ
れ
ま
で
に
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
た
映
像

例　

上
田
飛
行
場
、
御
柱
祭
、
依
田
社

の
記
録
、
丸
子
小
唄
な
ど

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

　
　
　

丸子町駅（８㎜フィルム映像）

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業

　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
日
は
、
８
月
21
日

㈰
ま
で
の
毎
日
と
27
日
㈯
・
28
日
㈰
で
す
。

●
時
間　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２
時

　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

　
　

TEL
26
・
２
６
２
６

メ
ー
ル
配
信
へ

登
録
し
ま
し
ょ
う

　

大
雨
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
が
発
生

し
や
す
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。昨
年
は
、

上
田
市
も
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
４
月
か
ら
、
災
害
情

報
を
始
め
火
災
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ど
を
、
市
民
が
登
録
し
た
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
に
電
子
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

●
登
録
方
法

①
空
メ
ー
ル
を
送
信

　

m
ail_reg@

w
w
w
.city.ueda.nagano.

jp

へ
空
メ
ー
ル（
タ
イ
ト
ル
、
本
文
を

未
入
力
）を
送
信
し
て
く
だ
さ
い（
バ
ー

コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
機
能
付
き
の
携
帯
電

話
を
ご
利
用
の
方
は
、
次
の
二
次
元

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
メ
ー
ル
作
成

画
面
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま

送
信
し
て
く
だ
さ
い
）。

②
登
録
手
続
き

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
登
録
手
続
き
の

ア
ド
レ
ス
を
記
載
し
た
メ
ー
ル
が
返
信

さ
れ
ま
す
。
そ
の
ア

ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス

し
、
配
信
を
希
望
す

る
情
報
の
選
択
な
ど

を
行
い
、
確
認
・
登

録
ボ
タ
ン
を

押
し
て
登
録

が
完
了
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、

上
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

秘
書
課　

TEL
23
・
５
１
４
９

お
知
ら
せ

せら知お

　商品の売買や医薬品の調剤などの取引行為、または病院や
学校での体重測定などの証明行為に使用するはかりの定期検
査を、計量法に基づき実施します。最寄りの会場で受検して
ください。なお、検査には手数料が必要です。
●対象地区
・上田地域／城下、川辺・泉田、神川（上堀自治会を除く）、

神科、豊殿、富士山、東塩田、中塩田、西塩田、
別所温泉、川西、山口自治会

・真田地域、丸子地域、武石地域／全域
●実施日程

はかりの定期検査

　 商工課　TEL23･5395

実施日 検　査　時　間 検 査 会 場

８月17日㈬
午前９時30分～11時30分 川西公民館（旧小泉保育園）
午後１時～３時 中之条公民館

８月18日㈭
午前９時30分～11時30分 塩田公民館

午後１時～３時 別所温泉あいそめ
の湯

８月19日㈮
午前９時30分～11時30分 上野が丘公民館
午後１時～３時 中村自治会館

８月22日㈪ 午前９時30分～正午
午後１時～３時

丸子地域自治セン
ター８月23日㈫

８月24日㈬ 午前９時30分～正午
午後１時～３時 川辺町会館

８月25日㈭
午前９時30分～正午 武石地域自治セン

ター
午後１時30分～３時30分 東塩田老人集会所

８月26日㈮ 午前９時30分～正午
午後１時～３時 真田中央公民館

８月29日㈪
午前９時30分～11時30分 農村環境改善センター

午後１時30分～３時30分 菅平高原国際リゾートセンター
８月30日㈫ 午前９時30分～正午

午後１時～４時
市役所西庁舎計量
検査室８月31日㈬

メール配信に
ご登録ください



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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裁
判
所
調
停
委
員
に
よ
る

調
停
相
談
会
を
開
催

　

社
会
一
般
の
ト
ラ
ブ
ル
や
家
庭
内
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
民
事
調
停
委
員
、
家

事
調
停
委
員
約
30
名（
弁
護
士
・
司
法
書

士
・
税
理
士
・
建
築
士
等
専
門
家
を
含
む

調
停
委
員
）が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

上
田
商
工
会
議
所
５
階

●
予
約　

不
要

　

上
田
調
停
協
会（
和
田
）

　
　

TEL
０
２
６
・
２
７
３
・
４
８
３
８

地
震
か
ら
大
切
な
わ
が
家
を

守
り
ま
し
ょ
う
！

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
無
料
の
耐
震
診

断
と
耐
震
改
修
の
助
成
制
度
、
木
造
住
宅

以
外
の
住
宅
の
耐
震
診
断
の
助
成
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象

◇
木
造
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
工
事

に
着
手
し
た
個
人
所
有
の
一
戸
建
て
住

宅
・
在
来
工
法
の
木
造
住
宅

◇
木
造
住
宅
以
外
の
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
工
事

に
着
手
し
た
個
人
所
有
の
住
宅

●
診
断
申
込　

市
建
築
指
導
課
窓
口
、
ま

た
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
建
築

指
導
課
へ
。

　

建
築
指
導
課　

TEL
23
・
５
４
３
０

お
盆
期
間
中
の

ご
み
収
集

　

８
月
15
日
㈪
と
16
日
㈫
の
ご
み
収
集
と

上
田
・
丸
子
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
受
け

入
れ
は
、通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。
な
お
、

13
日
㈯
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
リ
サ
イ
ク
ル

は
お
休
み
で
す
。

　

廃
棄
物
対
策
課　

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

信
州
上
田
大
花
火
大
会

場
所
取
り
禁
止
に
ご
協
力
を

　

８
月
６
日
㈯
開
催
の「
震
災
復
興
祈
願

第
24
回
信
州
上
田
大
花
火
大
会
」で
、
花

火
見
物
の
た
め
に
歩
道
を
含
む
道
路
上
の

場
所
取
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。　
　
　

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
前
日
や
当
日
早
く
か
ら
場
所
取
り

を
し
て
い
る
場
合
は
撤
去
し
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

信
州
上
田
大
花
火
大
会
実
行
委
員
会

（
上
田
商
工
会
議
所
内
）

　
　

TEL
22
・
４
５
０
０

　
　

催
し

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す

　

Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ「
坂
ち
ゃ
ん
の
ず
く
だ

せ
え
ぶ
り
で
い
」で
、
お
な
じ
み
の
坂
橋

克
明
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
セ
レ
ス
ホ
ー
ル
に

や
っ
て
き
ま
す
。

●
日
時　

８
月
28
日
㈰
午
後
１
時
30
分

（
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
１
時
〜
）

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル

●
内
容　

講
演
会「
坂
ち
ゃ
ん
の
今
だ
か

ら
笑
っ
て
ず
く
だ
せ
元
気
だ
せ
! !
」

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

　
　
　

坂橋克明
アナウンサー

塩
田
の
郷

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
杯

　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
杯
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
27
日
㈯
午
前
８
時
受
付
開

始（
雨
天
決
行
）

●
場
所　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

●
定
員　

先
着
２
０
０
名

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
保
険
料
、
飲

食
代
含
む
）入
場
料
別
途
。
当
日
徴
収
。

●
申
し
込
み　

８
月
23
日
㈫
ま
で
に
電

話
、
ま
た
は
塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場
受
付
窓
口
へ
。

　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

　
　

TEL
39
・
４
４
５
５

「
は
や
ぶ
さ
」の
挑
戦
②

天
文
講
演
会
を
開
催

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
・
宇
宙
科
学
研
究
所
の
イ
オ

ン
エ
ン
ジ
ン
開
発
責
任
者
で
あ
り
、｢

は
や

ぶ
さ｣

帰
還
カ
プ
セ
ル
回
収
チ
ー
ム
の
責

任
者
か
ら
貴
重
な
お
話
を
聞
く
、
第
2
回

天
文
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
27
日
㈯
午
後
２
時
〜（
１

時
30
分
開
場
）

●
演
題　
「
電
気
ロ
ケ
ッ
ト
が
切
り
拓
く

先
端
宇
宙
」

●
講
師　

國く
に

中な
か

均ひ
と
し

氏（
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
宇
宙
科
学
研
究
所
宇
宙
輸
送
工

学
研
究
系
教
授
）

●
場
所　

上
田
創
造
館
１
階
文
化
ホ
ー
ル

●
定
員　

先
着
５
０
０
名

●
入
場
料　

無
料

●
今
後
の
予
定　

期
日
／
講
師

　

①
11
月
26
日
㈯
／
川
口
淳
一
郎
氏（
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
宇
宙
航
空
シ

ス
テ
ム
研
究
系
教
授
）、
②
平
成
24
年

２
月
11
日
㈯
／
矢
野
創は
じ
め

氏（
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構
科
学
研
究
本
部
固
体
惑

星
科
学
研
究
系
助
教
）、
場
所
は
①
②

い
ず
れ
も
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

　

上
田
創
造
館　

TEL
23
・
１
１
１
１

お
知
ら
せ
／
催
し
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介
護
者
の
会「
な
の
は
な
」

を
開
催
し
ま
す

●
日
時　

９
月
９
日
㈮
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

●
内
容　

介
護
教
室「
介
護
者
の
た
め
の

お
疲
れ
ほ
ぐ
し
〜
ア
ロ
マ
を
使
っ
て
」、

介
護
者
同
士
の
交
流
会
、個
別
相
談（
希

望
者
）

●
講
師　

堀
内
園
子
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ず
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
看
護
研
究
・
研
修

企
画
開
発
室
長
）

●
対
象　

介
護
し
て
い
る
方
、
介
護
に
興

味
の
あ
る
方

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
高
齢
者
介
護
課
、

各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課

へ
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
０
０
９
２

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
４
７
０
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
１
１
９

認
知
症
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

　

認
知
症
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
と
は
何
か
。
認
知
症
の
本
人
の

生
き
方
・
想
い
に
つ
い
て
知
り
、
地
域
で

支
え
る
方
法
を
考
え
る
た
め
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
21
日
㈰
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
会
議
室

●
テ
ー
マ　

認
知
症
と
と
も
に
歩
む
〜
認

知
症
の
本
人
の
想
い
に
つ
い
て
〜

●
講
師　

松
本
栄
二
氏（
認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
麦
の
家
理
事
長
）

●
対
象　

市
民

●
定
員　

２
０
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

８
月
19
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
高
齢
者
介
護
課
へ
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

信
州
大
学
連
続
防
災
講
演
会

　

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
長
野
県
北
部
地

震
を
契
機
に
、
防
災
に
対
す
る
意
識
が
高

ま
る
な
か
、防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
３
日
㈯
午
後
２
時
〜
５
時

●
場
所　

信
州
大
学
繊
維
学
部
講
堂

●
演
題
／
講
師　
「
過
去
の
地
震
災
害
か

ら
学
ん
で
防
災
を
考
え
る
」／
泉い
ず

谷た
に

恭や
す

男お

氏（
信
州
大
学
工
学
部
教
授
）、「
地
震

で
崩
れ
る
火
山
」／
三
宅
康
幸
氏（
信
州

＜広告欄＞

　信州が育
はぐく

んだ国際的ピアニスト山
本貴志さんと信州に縁のあるプロ演
奏家により編成されたオーケストラ
「e

ア ン サ ン ブ ル

nsemble N
ノ ヴ ァ

OVA」の待望の協演がセ
レスホールで実現。神童モーツァルト
の音楽の喜びと感動の世界をお楽しみ
ください。
●日時　11月13日㈰午後２時開演
　　　　（１時30分開場）
●場所　丸子文化会館セレスホール
●出演　山本貴志（ピアノ）、水野信行

（指揮）、ensemble NOVA（オー

山本貴志＆ensemble NOVAコンサート

し催

催
し

ケストラ）
●プログラム　モーツァルト　歌劇「フィガロの結婚」より序曲、ピ

アノ協奏曲第９番　変ホ長調「ジュノム」、交響曲第
41番　ハ長調「ジュピター」

●チケット　全席指定　一般／前売3,000円、当日3,500円、学生（大
学生以下）／前売1,000円、当日1,500円

　　　　　　８月６日㈯午前10時発売開始
　丸子文化会館　TEL42･0001



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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大
学
理
学
部
教
授
）、「
液
状
化
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
予
測
・
対
策
」／
梅う
め

崎ざ
き

健た
け

夫お

氏（
信
州
大
学
工
学
部
准
教
授
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

信
州
大
学
山
岳
科
学
総
合
研
究
所
運

営
支
援
チ
ー
ム

TEL
０
２
６
３
・
37
・
２
４
３
２

講
座･

教
室

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

女
子
美
術
大
学

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

　

女
子
美
術
大
学
の
ヤ
マ
ザ
キ
ミ
ノ
リ
教

授
が
考
案
し
た
立
方
体
万
華
鏡
は
、
６
枚

の
鏡
を
箱
型
に
組
み
立
て
、
カ
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ
や
除
光
液
、
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
を
使
っ

て
模
様
を
作
り
ふ
し
ぎ
な
模
様
が
ど
こ
ま

で
も
広
が
っ
て
見
え
る
万
華
鏡
で
す
。
女

子
美
術
大
学
の
先
生
や
学
生
と
一
緒
に
万

華
鏡
を
作
り
ま
す
。

　

ま
た
、
映
像
作
品
を
見
な
が
ら
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
ト
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
終
了
後
は
交
流
会
を
行

い
ま
す
。

●
期
日　

８
月
27
日
㈯

●
時
間
／
内
容　

午
後
１
時
〜
４
時
30

分
／
①
女
子
美
術
大
学
の
先
生
の
お

話「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
に
つ
い
て
知
ろ

う
！
」、
②
立
方
体
万
華
鏡
づ
く
り
と

作
品
発
表
会
、
午
後
５
時
〜
６
時
30
分

／
女
子
美
術
大
学
の
先
生
や
学
生
と
の

交
流
会
、
皆
さ
ん
の
万
華
鏡
作
品
を
中

庭
で
投
影
し
ま
す
。

●
指
導　

女
子
美
術
大
学
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
学
科

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
興
味
の

あ
る
方（
親
子
の
ペ
ア
も
可
）

●
定
員　

20
名（
20
組
）応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
。

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
交
流
会
費
含

む
）

●
持
ち
物　

は
さ
み
、
カ
ッ
タ
ー
、
鉛
筆
、

消
し
ゴ
ム

●
応
募
締
切　

８
月
21
日
㈰

●
申
し
込
み　

電
話
で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

情
報
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

信
濃
国
分
寺
資
料
館

市
民
講
座
の
受
講
生
を
募
集

　
「
歴
史
と
文
化
」を
テ
ー
マ
に
、
市
民
参

加
の
歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
／
内
容
／
講
師

・
９
月
４
日
㈰
／
中
世
寺
院
跡
・
佐
久

市
地ぢ

家げ

遺
跡
の
調
査
成
果
／
若
林
卓た
く

氏

（
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
職
員
）

・
10
月
２
日
㈰
／
上
田
地
方
の
古
代
・
中

世
の
神
社
と
寺
院
／
櫻
井
松
夫
氏（
市

文
化
財
保
護
審
議
会
長
）

・
10
月
23
日
㈰
／
上
田
市
三
島
神
社
所
有

の
銅
製
御
正
体
に
つ
い
て
／
高
橋
平な
り

明あ
き

氏（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
室
長
）

・
11
月
20
日
㈰
／
発
掘
さ
れ
た
松
本
平
の

古
代
寺
院
／
原
明あ
き

芳よ
し

氏（
長
野
県
立
歴

史
館
職
員
）

・
11
月
27
日
㈰
／
最
近
の
平
出
遺
跡
の
発

掘
調
査
成
果
に
つ
い
て
／
小
林
康
男
氏

（
塩
尻
市
立
平
出
博
物
館
職
員
）

●
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

信
濃
国
分
寺
資
料
館
講
堂

●
定
員　

50
名

●
受
講
料　

５
０
０
円（
５
回
分
。
当
日

徴
収
、
資
料
代
と
し
て
の
特
別
展
図
録

代
７
０
０
円
は
別
途
徴
収
）

●
申
し
込
み　

８
月
４
日
㈭
以
降
、
電
話

で
信
濃
国
分
寺
資
料
館
へ
。

　

信
濃
国
分
寺
資
料
館

　
　

TEL
27
・
８
７
０
６

リ
ラ
ッ
ク
ス
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

●
日
時　

９
月
８
日
㈭
午
後
２
時
〜
４
時

（
１
時
30
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

講
演「
眠
れ
て
い
ま
す
か
？
不

眠
で
気
づ
く
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
〜
う
つ

病
の
理
解
と
そ
の
対
応
〜
」ほ
か

●
講
師　

吉
田
朋と
も

孝た
か

氏（
滝
澤
病
院
院
長
）

●
対
象　

上
田
市
民

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

８
月
８
日
㈪
〜
９
月
７
日

㈬
に
電
話
で
真
田
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

真
田
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
72
・
９
０
０
７

＜広告欄＞

催
し
／
講
座
・
教
室
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精
神
障
が
い
者
の

家
族
教
室

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
の
家
族
が
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
病
状
の

悪
化
や
再
発
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一

緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

①
８
月
25
日
㈭
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
、
②
９
月
30
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
演
題
／
講
師　

①「
精
神
疾
患
一
般
に

つ
い
て
」／
柳
澤
潤じ
ゅ
ん

吾ご

氏（
東
口
メ
ン
タ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
精
神
科
医
）、
②「
薬
に

つ
い
て
」／
高
橋
敏さ
と
し

氏（
薬
剤
師
）

●
対
象　

精
神
障
が
い
者
の
家
族

●
参
加
費　

無
料

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

　
　

TEL
25
・
２
０
０
０

第
４
回
絵
本
読
み
聞
か
せ

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座

　

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
方
や
興
味
の

あ
る
方
な
ど
を
対
象
と
し
た
講
座
を
開
講

し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
４
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
演
題　

絵
本
製
作
の
現
場
か
ら

－

編
集

者
の
想
い

－
●
講
師　

飫お

肥び

糺た
だ
す

氏（
ぽ
る
ぷ
出
版
社
長
）

●
定
員　

90
名

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
申
し
込
み　

８
月
８
日
㈪
以
降
、
電
話

で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー（
TEL
29
・

０
２
１
０
）へ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
田
図
書
館
倶
楽
部

　
　

TEL
25
・
３
１
１
５

第
49
回
信
州
夏
期
大
学

　

今
年
は「
こ
の
国
の
ゆ
く
え
を
考
え
る
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
８
月
24
日
㈬
〜
９
月

16
日
㈮
に
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
丸
子
文

化
協
会
主
催
の
講
演
会
も
同
時
開
催
し
ま

す
。

●
期
日
／
タ
イ
ト
ル
／
講
師

・
８
月
24
日
㈬
／
２
０
１
１
年
、
私
た
ち

の
生
活
は
ど
う
変
わ
る
の
か
／
内
田
裕ゆ
う

子こ

氏（
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
経
済

政
策
シ
ン
ク
タ
ン
ク　

ハ
ー
ベ
イ
ロ
ー

ド
・
ジ
ャ
パ
ン
副
代
表
）

・
８
月
25
日
㈭
／「
１
０
０
人
村
」が
問
い

か
け
る
も
の
／
池
田
香
代
子
氏（
作
家
・

翻
訳
家
）

・
９
月
１
日
㈭
／「
不
安
な
時
代
」を
ど
う

生
き
る
か
／
中ち
ゅ
う

馬ま

清き
よ

福ふ
く

氏（
信
濃
毎
日

新
聞
社
主
筆
）

・
９
月
13
日
㈫
／
今
私
達た
ち

に
出で

来き

る
こ
と

〜
災
害
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
話
〜
／
田
中

優ゆ
う

氏（
未
来
バ
ン
ク
事
業
組
合
理
事
長
）

・
９
月
16
日
㈮
／
２
０
１
１
年
激
動
の
政

局
〜
政
治
が
与
え
る
経
済
へ
の
影
響
〜

／
高
瀬
淳じ
ゅ
ん

一い
ち

氏（
名
古
屋
外
国
語
大
学

大
学
院
教
授
、
早
稲
田
大
学
講
師
）

●
時
間　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜（
９
月

１
日
㈭
の
み
午
後
３
時
〜
）、
初
日
に

開
講
式
、
最
終
日
に
閉
講
式

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

●
参
加
費　

１
回
１
０
０
円
、
８
月
25
日

㈭
は
無
料
。
70
歳
以
上
の
方
、
障
が
い

の
あ
る
方
、
高
校
生
以
下
無
料
。

●
申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
42

　

・
０
３
０
３
）で
信
州
夏
期
大
学
運
営

委
員
会
事
務
局
へ
。
当
日
受
付
、
１
回

だ
け
の
受
講
も
可
能
で
す
。

●
そ
の
他　

手
話
通
訳
・
託
児
を
希
望
す

る
方
は
事
前
申
し
込
み
の
際
、
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
丸
子
地
域
に
限

り
、
交
通
手
段
の
な
い
方
、
障
が
い
の

あ
る
方
は
、
上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

丸
子
地
区
セ
ン
タ
ー
の
無
料
送
迎
が
あ

り
ま
す
。

　

信
州
夏
期
大
学
運
営
委
員
会
事
務
局

（
丸
子
公
民
館
内
）

　
　

TEL
42
・
３
１
４
７

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

夏
の
企
画
展

　

夏
の
企
画
展
特
別
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

８
月
６
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

（
１
時
30
分
開
場
）

●
場
所　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
交

流
サ
ロ
ン

●
演
題　
「
幸
村
・
秀
頼
の
薩
摩
落
ち
伝

説
」

●
講
師　

内
倉
昭あ
き

文ふ
み

氏（
鹿
児
島
県
歴
史

資
料
セ
ン
タ
ー
黎れ
い

明め
い

館
職
員
）

●
定
員　

60
名

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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キラリ★輝くこどもたち！

●
参
加
費　

８
０
０
円（
お
茶
代
含
む
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
池
波
正
太
郎
真
田

太
平
記
館
へ
。

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

募
集

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

盲
導
犬
を

お
貸
し
し
ま
す

　

市
で
は
、
視
覚
障
害
者
の
生
活
圏
を
拡

大
し
、
自
立
更
生
と
社
会
復
帰
を
促
進
す

る
た
め
に
、
盲
導
犬
を
無
料
で
お
貸
し
し

て
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
貸
与
に
は
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
年
度
の
貸
し
出
し
頭
数
は
１

頭
で
す
。

●
対
象　

市
内
に
住
む
、
満
18
歳
以
上
の

１
級
視
覚
障
害
者

●
申
し
込
み　

電
話
で
点
字
図
書
館
へ
。

　

点
字
図
書
館　

TEL
22
・
１
９
７
５

「はい!」「できた」「ありがとう」
と言える心豊かな子どもたち

信学会　上田幼稚園

　上田幼稚園は、上田中央郵便局の北側に
あります。昭和42年に開園し、今年で45
年目を迎えます。園庭には新しくなった遊
具が並び、「笑顔で挨拶のできる、物事にけ
じめのある子ども」、「根気よく立ち向かい、
がまん強くたくましく、最後までやりぬく
子ども」、「心から相手を大切に考え、おも
いやりのある子ども」を教育目標に子ども
たちは、明るく元気に、園生活を送ってい
ます。
　本園では、小学校での学びの基盤を培う
ため、豊かな体験や子どもたちの交流とし
て、異年齢のお楽しみ会、遠足、なかよし
ペアなどを保育の中心に進めています。
　また、子どもの思考力・集中力、やる気
などを高めていくため、今年は「絵本を楽

しむ」を重点活動として、絵本の読み聞か
せを行っています。子どもたちは絵本の読
み聞かせの時間が大好きで、先生の前に集
まり、目を輝かせて真剣に話に聞き入って
います。
　園では体を動かす活動もたっぷり取り入
れています。園庭の砂場では、子どもたち
は体中真っ黒になって夢中で泥んこ遊びを
します。また、園バスで、遠くは千曲市の
キティパーク、坂城町のびんぐしの里公園、
東御市の東御中央公園などへ出かけて行っ
て、大きな滑り台や遊具で遊びます。これ
らは、心身の成長のすべての基になる丈夫
な体づくりにとって、大切な活動です。

　こうして、子ども
たちの成長を支え
る日々の活動の中か
ら、健全な生活習慣
と道徳心の芽生えを
培い、心身ともにた
くましく、自主自立
の心の芽生えや、豊
かな情緒を育てる保
育を目指していま
す。

「何ができそうか？
何をつくろうか？」
楽しい砂場遊び

＜広告欄＞

みんな楽しみにしている絵本の時間。
お話の世界に入り込みます。
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Information A La Carte

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

食
堂
出
店
者
を
募
集

　

12
月
１
日
か
ら
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で「
食
事･

飲
み
物
」を
提
供
す
る
、
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
提
供
メ
ニ
ュ
ー　

メ
ニ
ュ
ー
に
偏
り
が

な
く
一
般
的
な
食
堂
で
提
供
で
き
る
種

類
の
定
食
な
ど
が
安
価
で
提
供
で
き
る

こ
と
。

●
申
請
書
類　

①
上
田
市
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
出
店
申
込
書
、②
運
営
企
画
書
、

③（
法
人
の
場
合
）市
内
に
本
店･

支
店
、

営
業
所
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書

類
、（
個
人
の
場
合
）上
田
市
内
に
居
住

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
、

④（
法
人
の
場
合
）会
社
概
要
・（
個
人

の
場
合
）履
歴
書
、
⑤
直
近
の
決
算
書

ま
た
は
収
支
見
込
書
、
⑥
市
税
の
完
納

証
明
書
、
⑦
月
額
賃
料
の
予
定
額

●
募
集
期
間　

８
月
１
日
㈪
〜
26
日
㈮
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
日

祝
日
は
除
く
）

●
申
し
込
み　

申
請
書
類
を
雇
用
促
進

室（
上
田
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

へ
。

●
審
査
方
法　

書
類
診
査
と
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
試
食
会
に
よ
り
、

審
査
し
ま
す
。

　

雇
用
促
進
室　

TEL
24
・
７
３
６
３

中
途
失
明
者（
児
）

生
活
訓
練
事
業
の
ご
案
内

　

点
字
図
書
館
で
は
、
視
覚
障
害
者（
児
）

の
自
立
更
生
を
目
的
と
し
た
、
中
途
失
明

者
生
活
訓
練
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
在

宅
の
中
途
失
明
者（
児
）に
対
し
て
、
白
杖

に
よ
る
歩
行
訓
練
、
点
字
習
得
訓
練
、
生

活
訓
練
、
進
路
相
談
な
ど
と
幅
広
く
行
い

ま
す
。
希
望
者
は
点
字
図
書
館
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
本
人
と
家
族
を
交
え
て
話
し

合
い
、計
画
を
立
て
て
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
視
覚
障
害
者（
児
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
点
字
図
書
館
へ
。

　

点
字
図
書
館　

TEL
22
・
１
９
７
５

募
集

　上田市では、地域の雇用状況が厳しい中、雇用
機会の創出と拡大を図るため、非常勤職員を募集
します。
●採用日　10月１日以降の予定　
●採用人数　44名程度
●雇用期間　６か月以内
●業務内容　外国籍市民の相談（ポルトガル語な

どの通訳）、正規職員の事務補助、
屋外での作業、図書館および博物館
の蔵書や資料の整理業務、保育園な
どにおける保育業務、保育園給食の
調理など

●賃金　時給840円～（交通費別途支給）
●応募資格　次の条件をすべて満たす方
・すでに離職しているか、採用日までに離職予定
の方
・昭和26年４月２日以降に生まれた方
・地方公務員法の欠格事項に該当しない方
・上田市または他の自治体が実施している緊急雇
用対策事業（委託事業も含む）に平成23年９月30
日現在で通算６か月を超えて勤務していない方
・外国人登録者は、日本語による会話が可能な方
●面接試験　８月26日㈮午前９時～午後３時に、

市役所本庁舎６階大会議室で開催。
事前の連絡は不要です。その場で面
接を行い、後日採用の可否を通知し
ます。

●持ち物　市販の履歴書（必要事項を記入、顔写
真を貼る）、外国人登録証（外国人登録
者のみ）

　 人材開発課　TEL23･5332

緊急雇用対策
非常勤職員を募集します

集募

＜広告欄＞
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

上
田
原
自
治
会
で
は
、
平
成
10
年
頃
、
上
田
原
の
歴
史
を
記
録
に

残
そ
う
と「
上
田
原
の
明
日
を
考
え
る
会
」の
立
ち
上
げ
を
当
時
の
自

治
会
長
が
提
唱
し
、
古
文
書
や
歴
代
自
治
会
長
の
執
務
録
を
基
に
年

表
の
作
成
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
治
会
事
業
の
一

環
と
し
て「
上
田
原
誌
」の
刊
行
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
19

年
に
上
田
原
誌
刊
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
自
治
会
の
歴
史
に
基
づ
い
た
膨
大
な
古
文
書
を
解
釈
し
、
本
に

ま
と
め
る
こ
と
は
、
想
像
以
上
に
大
変
な
作
業
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
」と
塩
崎
武
彦
さ
ん（
左
の
写
真
中
央
）は
話
し
ま
す
。

塩
崎
さ
ん
が
委
員
長
を
務
め
る
、
上
田
原
誌
編
纂さ
ん

委
員
会
は
、
自
治

会
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
10
人
で
活
動
し
、
原
始
時
代
か
ら
現
代
ま
で

の
歴
史
を
分
野
ご
と
に
ま
と
め
た「
上
田
原
誌
」の
発
刊
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

取
材
に
伺
っ

た
７
月
上
旬
に

は
、
監
修
を
お

願
い
し
て
い
る

上
田
小
県
近
現

代
史
研
究
会
の
会
長
の

小
平
千ち

文ふ
み

さ
ん
を
迎
え
、

原
稿
の
読
み
合
わ
せ
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
編
纂
作
業
は
、
昔
や
っ

た
こ
と
を
掘
り
出
し
文

章
と
し
て
整
理
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

る
で
発
掘
作
業
の
よ
う

で
す
」と
、
編
纂
委
員
会

事
務
局
の
宮
沢
廣
之
さ
ん（
左
上
の
写
真
左
）。

　

校
正
を
始
め
、
写
真
の
選
考
や
本
の
装
丁
な
ど
、
発
刊
へ
向
け
て

行
う
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
が
、
上
田
原
誌
は
年
内
に
は

発
刊
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
長
で
刊
行
委
員
会
会
長
の
井
出
祐
三
郎
さ
ん（
上
の
写
真

右
）は
、「
住
民
の
世
代
が
変
わ
っ
て
い
る
。
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
、

過
去
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
、
歴
史
を
後
世
に
残
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

歴
史
を
後
世
に
残
そ
う
と

上
田
原
誌
の
発
刊
作
業
を
進
め
て
い
ま
す

上田原自治会

上田原自治会は、わがまち魅力
アップ応援事業の採択を平成
21年度に受けました。事業の
１年目は、自治会住民を対象に、
上田原の地理や歴史にまつわる
「上田原歴史講座」の開催、古文
書や自治会関係書類の分類・調
査、当時の生活習慣や暮らしぶ
りなどについて自治会の高齢者
を対象に聴き取り調査を行いま
した。２年目は、資料収集や調
査、原稿執筆を行いました。上
田原誌の発刊は、住民が地域の
歴史を後世に伝えていくこと
で、地域への愛着や一体感を醸
成していきたいとしています。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

＜広告欄＞

井い

出で

祐ゆ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん　

塩し
お

崎ざ
き

武た
け

彦ひ
こ

さ
ん　

宮み
や

沢ざ
わ

廣ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
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　７月８日、県営上田野球場で、「新生上
田市５周年記念　日

ひの

本
もと

一
いち

の兵
つわもの

『真田幸村』 
Presents 信濃グランセローズ　ネーミング
ライツゲーム（VS福井ミラクルエレファ
ンツ）」が開催されました。
　午後６時の試合開始を前に、オープニ
ングアトラクションでは、「クラブわっ
しょい」の皆さんによる生唄にのせ、会場
全体で「上田わっしょい」を踊りました。
　試合は、信州上田こども十勇士隊のエ
スコートで選手・審判団が入場し、真田
幸村に扮した藤森智也くんの始球式で始
まりました。
　５回終了時のアトラクションでは、市
内映画館を中心に活動するご当地アイド
ル・あっぷる学園応援部がデビュー曲を
披露。こども十勇士隊や選手がグラウン
ドからスタンドへ投げ入れたボールをキャッチ
すると記念品がもらえる「カラーボール抽選会」
が行われ、一塁側スタンドはグローブを持って飛
び回る子どもたちや、立ち上がって大きく手を広
げる大人たちで大いに盛り上がりました。
　900人を超える観衆を迎え、およそ２時間半に
渡った夢のナイトゲームは、信濃グランセローズが見事に勝利し、この日
好投した杉山選手たちのヒーローインタビューで終了しました。

900人を超える観衆が
ナイターを楽しむ

信濃グランセローズ　ネーミングライツゲーム

丸子図書館の建設開始

　

カ
ネ
ボ
ウ
跡
地
に
建
設
さ
れ
る
丸

子
図
書
館
の
建
設
工
事
の
安
全
祈
願

祭
が
、
７
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
前
か
ら
の
地
域
住
民
の
長
年

の
夢
だ
っ
た
、
新
し
い
図
書
館
の
建

設
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。

　

建
設
敷
地
は
、
約
５
２
０
０
㎡
、

鉄
骨
平
屋
建
て
約
１
６
０
０
㎡
の
規

模
。
現
在
の
約
２
・
６
倍
と
な
る
新
図

書
館
は
、
生
糸
の
ま
ち
を
象
徴
す
る

繭
の
白
を
基
調
に
、
和
風
の
格
子
や

糸
を
連
想
さ
せ
る
半
屋
外
型
の
通
路

と
内
部
の
様
子
が
見
渡
せ
る
ガ
ラ
ス

貼
り
の
壁
と
な
っ
て
お
り
、
ロ
ビ
ー
、

展
示
コ
ー
ナ
ー
、
研
修
室
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室
、
幼
児
コ
ー
ナ
ー
、
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
、

自
動
貸
出
機
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
丸
子
・
武
石
地
域
の
住
民
の
代
表
で
構
成

す
る「
丸
子
図
書
館
建
設
運
営
研
究
会
」の
意
見
を
計
画

に
反
映
さ
せ
て
、
親
し
み
や
す
く
使
い
や
す
い
図
書
館

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
図
書

館
の
運
営
や
学
習

活
動
な
ど
、
様
々

な
場
面
で
協
力
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
引
越
し

作
業
を
お
手
伝
い

し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
な
が

ら
、
生
涯
学
習
を

支
え
る
情
報
拠
点

と
し
て
人
々
が
集

い
、
交
流
で
き
る

施
設
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

多様な出会いや交流の場に

このコーナーでは、４地域の話題や
出来事などを紹介しています。
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　真夏日となった７月10日に真田児童館で「真田児童館ま
つり」が行われ、集まった150人以上の子どもたちが楽し
く過ごしました。
　昨年に続き２回目の開催となるこの催しは、真田地域で
唯一の児童館をより多くの皆さんに知ってもらい、利用し
ていただけるように、児童館での過ごし方を体験する機会
として始められました。
　この日は、就学前の子どもたちも大勢参加し、みんなで
腹話術や手品の上演を楽しんだ後、地域のボランティアの
皆さんに「押し花のしおり作り」、「折り紙」などを教えても
らい、夢中で取り組んだり、屋外では長野大学の学生ボラ
ンティアの皆さんと運動や遊びをして過ごしました。また、
輪投げゲームでは一

ひと

際
きわ

大きな歓声が響いていました。
　児童館は、０～18歳までの子どもたちが誰でも無料で
利用することができ、心も体も健康に育つことを大事に考
え、安心・安全に過ごせるように専任指導員や地域のボラ
ンティアの方々が子どもたちを見守ります。
　また、同館では毎月第１土曜日午前９時30分～11時30
分に地域の方が色々な遊びを教えてくれる催しを行ってい
ます。

第
２
回
真
田
児
童
館
ま
つ
り

安
心
し
て
遊
び
過
ご
せ
る
場
所

　

７
月
３
日
、
美
ヶ
原
高

原
で
、
た
け
し
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る「
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

は
、
身
近
な「
歩
く
」と
い

う
こ
と
か
ら
健
康
づ
く
り

を
始
め
よ
う
と
、
隔
月
第

１
日
曜
日
を「
ず
く
だ
せ

サ
ン
デ
ー
」と
名
づ
け
、

地
域
の
見
ど
こ
ろ
を
ポ
ー

ル
を
使
っ
た
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
巡
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
昨

年
好
評
だ
っ
た
、
美
ヶ
原

高
原
美
術
館
か
ら
、
王お
う

ヶが

頭と
う

ま
で
の
間
、
約
10
㎞
の
コ
ー
ス
で
す
。
標

高
２
０
０
０
ｍ
の
美
ヶ
原
に
集
合
し
た
参
加
者
は
、
ポ
ー
ル
の
扱
い
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
指
導
を
受
け
て
出
発
。
薄
曇
り
の
歩
き
や
す
い
天

候
の
中
、
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
と
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な
が

ら
ゆ
っ
た
り
と
歩
き
ま
し
た
。
美
し
の
塔
や
高
山
植
物
を
間
近
に
見
な

が
ら
、
夏
の
爽
や
か
な
風

と
共
に
歩
き
、
目
的
地
の

王
ヶ
頭
に
全
員
で
到
着
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、「
近

く
に
住
ん
で
い
て
も
、
な

か
な
か
来
る
機
会
が
な
い

美
ヶ
原
を
と
て
も
身
近
に

感
じ
る
１
日
で
し
た
。
来

年
は
家
族
で
参
加
し
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ノルディックウォーキング

高原の爽やかな風と共に歩く
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人の動き（平成23年７月１日現在）

　

５
月
29
日
に
行
わ
れ
た
長
野
県
小
中
学
生
将
棋
団
体
戦
長
野
県
大
会
に
、
南

小
学
校
将
棋
ク
ラ
ブ
の
三
人
が
東
信
代
表
で
出
場
し
、小
学
校
の
部
で
準
優
勝
。

東
京
で
行
わ
れ
る
東
日
本
大
会
へ
の
出
場
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
、
前
山
倫
太
郎
君（
上
の
写
真
左
）、
廣ひ
ろ

石い
し

健
悟
君（
右
）、
松
本

海う
み

大た

君（
中
央
）は
、
全
員
が
５
年
生
。
小
学
１
年
生
の
頃
か
ら
の
学
童
保
育
所

の
友
達
同
士
で
、
毎
日
の
よ
う
に
将
棋
の
腕
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
活

躍
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
小
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
時
間
。
蒸
し
暑
い
教
室
に
は
、
パ
チ
ン
パ
チ
ン
と
子

ど
も
た
ち
が
駒
を
さ
す
音
が
響
き
ま
す
。
慣
れ
た
様
子
で
駒
を
さ
す
児
童
も
い

れ
ば
、
将
棋
を
始
め
た
ば
か
り
で
本
を
片
手
に
一
手
を
慎
重
に
選
ぶ
児
童
も
い

て
、
み
ん
な
仲
良
く
対
局
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
強
い
子
同
士
の
対
局

を
、
取
り
囲
む
よ
う
に
真
剣
に
見
入
る
児
童
た
ち
の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

向
上
心
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
。
学
校
以
外
で
も
将
棋
講
座
に
参
加
し
た

り
、
地
元
の
城
南
公
民
館
の
将
棋
大
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
切
磋
琢
磨
し
、
将
棋
を
通
じ
て
様
々
な
経
験
を
積
ん
で
成
長

し
て
も
ら
い
た
い
」。
12
年
程
前
か
ら
ク
ラ
ブ
の
外
部
講
師
を
務
め
、
上
田
育

将
会
の
会
長
で
も
あ
る
竹
田
貴き

一い
ち

さ
ん
は
こ
う
話
し
て
い
ま
す
。

南
小
学
校
将
棋
ク
ラ
ブ
５
年
生
が
全
国
大
会
出
場
！

友
達
同
士
で
将
棋
の
腕
を
磨
く

提
供
／
上
田
育い
く

将し
ょ
う

会
・
南
小
学
校
将
棋
ク
ラ
ブ

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。

広
報
う
え
だ 

１
２
９
平
成
23
年
８
月
１
日
号（
毎
月
１
日
・
16
日
発
行
）
編
集　

上
田
市
秘
書
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０
１
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野
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大
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